
沼田分屯地創立２５周年記念祝賀会

とむとむ広場でまちなか賑わい夕市開催

着隊から２５年

獅子舞も披露

　９月１２日（土）陸上自衛隊沼田分屯地・沼田弾薬支処
創立２５周年記念祝賀会がほろしん温泉ほたる館で行われ
ました。
　沼田町自衛隊協力会と陸上自衛隊沼田分屯地の共催で開
催され、沼田町自衛隊協力会会長である金平町長からは「夜
高あんどん祭りを始め各種行事等には町民と一緒になっ
て、ご協力をいただいている。町にとってなくてはならな
い存在」と挨拶があり、陸上自衛隊沼田分屯地の島原司令
からも「引き続き町民の皆さんの協力が必要、より一層の
発展をしていきたい」と挨拶がありました。

　９月１０日（木）駅前とむとむ広場でまちなか賑わい夕市が開催されました。
　当日は野菜の販売や飲食店の屋台等が出店するなか、沼田越中獅子保存会が獅子舞を披露し、訪れている
お客さんは獅子舞に頭を噛んでもらうなど、大いに盛り上がりを見せていました。

▲挨拶する島原司令

▲獅子舞の登場でに賑わいをみせた夕市と獅子舞
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まちの　　題話

小学４年生がメロン収穫

中学生がふれあい交流会

美味しく育ちました

少し照れくさい？

　９月１５日（火）沼田小学校（元木和芳校長）の４年生
を対象としたメロンの収穫体験が行われました。
　この収穫体験は町内の農家女性により結成された「農天
気の会（藤村富士子代表）」が主催し、子どもたちに農業
の良さや、食べ物の作られる過程、食べ物を大切にするこ
とで、生き物へのやさしい心を養ってもらうことを目的に
毎年実施しています。この日は、６月に定植したメロンの
収穫作業を行いました。
　収穫したメロンは学校に持ち帰り、班ごとに分かれて切
り分けて試食したり、糖度を測ってほかの野菜や飲み物と
比べるなどしてメロンの甘さを実感していました。

　９月１６日（水）ふれあいで中学２年生２２名が赤ちゃ
んとふれあう「思春期健康教室」が行われました。
　赤ちゃんを抱っこしたり、おむつ交換を体験したり実際
に赤ちゃんとふれあう中で、最初は緊張したり照れくさそ
うにしていた生徒も、赤ちゃんの笑顔につられて徐々に和
んだ雰囲気になり、中には生徒に抱っこされたまま気持ち
よさそうに眠ってしまう赤ちゃんもいました。
　最後に参加した生徒から「普段小さい子とふれあう機会
がないのでいい経験になりました」「とても楽しい時間で
した」と感想が発表されると、お母さんたちからも「とて
も楽しい時間でした、まちで見かけたら気軽に声をかけて
ほしい」と、中学生に呼びかけていました。

▲収穫したメロンと一緒に集合写真

▲交流会の様子

9/15

9/16



穴窯で陶器づくり

コスプレイヤーがほたる館に集合

あべ弘士さんがワークショップ
出来上がりが楽しみ

沼田では初開催

「あらしのよるに」の絵本作家

　９月１９日（土）～２３日（水）幌新地区にある穴
窯で窯焚が行われました。
　仲町町内会子供会で作った作品を穴窯で完成させる
ため、札幌市在住で恵比島地区にアートギャラリーを
開設する芸術家の能和暁さんの協力を得ながら３日間
昼夜をかけて窯焚が行われました。
　焼きあがった作品は一定期間冷やしてから出来あが
るため、１０月上旬に能和さんと取り出し作業が行わ
れました。

　９月１９日（土）ほろしん温泉ほたる館で沼田コスプレ
パーティが開催され、町内外からコスプレイヤーが沼田町
に集合しました。
　今回のコスプレパーティーは自身もコスプレイヤーの地
域おこし協力隊の高木さんが「多くの参加者が集まる機会
を作り沼田の魅力を広く PR したい」と企画し開催されま
した。
　当日はあいにくの曇り模様でしたが参加した約２０名の
コスプレイヤーは温泉周辺を散策するなど沼田の大自然を
楽しんでいるようでした。

　９月１８日（金）ゆめっくるで絵本作家のあべ弘士さんを招いてワークショップが開催されました。
　ワークショップでは、動物の動きや餌の食べ方などの動作を交えて、参加者全員で動物になったつもりで
真似する場面もありました。また、動物の描写については、なぜこうなっているのかなど実際に描きながら
分かりやすく説明してくれていました。
　最後に、色々な動物の赤ちゃんの写真の紹介や、絵本の読み聞かせも行われ、幼稚園児や小学生は笑顔で
参加していました。

▲窯に薪を入れる場所を指示する能和さん

▲コスプレパーティ参加者

▲動物の描写について詳しく説明してくれたあべさん

9/19～ 23
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まちの　　題話

米泥棒☆雪合戦NUMATA開催

沼田ヤングイーグルスが見事優勝

４００トンの天然雪

第２回ムカイ杯兼第１回深川ライオンズ杯争奪少年野球大会

　９月２１日（月）町民パークゴルフ場で雪合戦大会「米泥棒☆雪合戦 NUMATA」が開催されました。
　北海道雪合戦連盟道北支部北空知地区が主催し、道内各地から１１チームが参加し、沼田式雪山センター
から運んだ約４００トンの雪を敷き詰めたコートで、熱戦を繰り広げました。結果は町内からの参加もあり
ました、道内各地の雪合戦愛好家で作る「げきだんいちかわ」が優勝しました。

　９月１９日（土）・２０日（日）に深川市民球場で開催
された「第１２回ムカイ杯兼第１回深川ライオンズ杯争奪
少年野球大会」において、沼田ヤングイーグルスが見事優
勝を果たしました。
　大会初日、１回戦では音江ファイターズを３対６で破り、
の準決勝では一己バトルズに８対７で見事逆転勝利 !! 決
勝戦では秩父別タイガースを激戦の末、3 対 4 のサヨナラ
で見事優勝を掴み取りました。
　個人賞では最優秀選手賞に沼田小学校 5 年生の横山君、
敢闘賞に同じく沼田小学校 5 年生の吉岡君が選ばれまし
た。沼田ヤングイーグルスの皆さん、おめでとう！！

▲白熱した試合の様子

▲見事優勝した沼田ヤングイーグルス

9/21
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後期高齢者健康教室

伊藤淳さんに教育委員選任書を交付

健康維持のために

新たな教育委員

　１０月１日（木）ほろしん温泉ほたる館で後期高齢者健康教室が開催されました。
　ＮＰＯ法人北海道健康づくり協会の原崎主任運動指導員から、関節痛や脳の体操を中心に指導を受けまし
た。参加者の皆さんは汗をかいた後、温泉に入ったりゆっくりと過ごしていました。

　１０月１日（木）町長室において伊藤淳さん（高穂２）
へ教育委員選任書の交付が行われました。
　伊藤さんは日暮委員の任期満了（９月３０日）に伴い新
たに選任されました。教育関係では平成２５年から平成
２６年まで小学校ＰＴＡ会長、更に平成２６年は町ＰＴＡ
連合会長として務められました。
　町長からは「今までの経験を活かして沼田の教育のため
にご尽力いただきたい」と挨拶がありました。

▲テニスボール等を使って行われました

▲新たに教育委員になられた伊藤さん

10/１

10/１
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まちの　　題話

小学５年生が稲刈り体験

地域貢献ボランティア

今年も豊穣

　９月２４日（木）沼田小学校（元木和芳校長）の５年生が稲刈りの農業体験学習を行いました。児童たち
は稲刈り作業の手順の指導を受け、鎌を使って手作業で稲刈りを行いました。
　春に田植えを行った時には足元がぬかるんで作業に手間取っていましたが、稲刈りのときには足元が固
まって作業もスムーズに進んでいました。収穫した稲は脱穀されてから児童たちに配られることになってい
ます。

▲大きく育った稲の前で記念撮影

9/24

日本高圧コンクリート（株）が草取り作業
　９月２３日（水）日本高圧コンクリート（株）PC 事業
部札幌支社（久保田雄次取締役支社長）が太刀別橋の架換
工事を受注していることから、本格的な紅葉シーズンや明
日萌ウォーキングの開催前に、道道達布石狩沼田停車場線
の歩道縁石の草取り作業を行っていただきました。
　工事課長の佐藤さんは「気持ちよく沢山の観光客が訪れ
てくれるよう願っています」とお話されていました。

▲草取り作業の様子

9/23

人権擁護委員委嘱状交付
人権尊重思想のために

▲委嘱状を受け取る徳盛さん

10/１
　１０月１日（木）徳盛透さん（仲町東）に人権擁護委員
の委嘱状の交付が行われました。
　人権擁護委員は、国民の日常生活の中で人権尊重思想の
普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、
人権を擁護していくという考えから設けられたもので、沼
田町を中心に活動していきます。
　町長からは「人権予後のため、普及活動などご協力をお
願いします」と挨拶がありました。
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まちの　　題話

第２０回紅葉祭り開催

明日萌・ほたるの里ウォーキング

大勢のお客さんで賑わいをみせた

　１０月４日 ( 日 )、ほろしん温泉ほたる館で第２０回紅葉まつりが開催され、明日萌・ほたるの里ウォー
キングを完歩した参加者など約２００名が会場に集まりました。
　誰でも参加できるミニゲーム大会や、朝のラッキー抽選会、大抽選会など、内容盛り沢山で繰り広げられ、
来場者たちはジンギスカンや出店の手打ちそばや焼き鳥を食べながら、少しずつ深まりつつある秋の気配を
楽しんでいました。

▲色々なゲームで盛り上がりました▲それぞれのペースでゴールを目指しました

雨にも負けず

10/４

10/４
　１０月４日 ( 日 )、明日萌・ほたるの里ウォーキングが
沼田町・沼田町教育委員会・沼田町スポーツ推進委員会の
主催により開催され、町内外から約１２０名が参加しまし
た。
　開会式で主催者を代表して生沼教育長から「ウォーキン
グは健康づくりにもとても有効です、今日一日が心と体の
健康を養う一日になれば」と挨拶がありました。
　当日は時折雨が降る天気のため、１５ｋｍコースは中止
となり、６．５ｋｍと３．５ｋｍコースの２のコースに分か
れてのスタートになりましたが、参加者の皆さんは自分の
ペースでゴールを目指していました。

地域おこし協力隊に委嘱状交付

新しい公平委員に須網一弘氏

沼田を元気にするために

　１０月１日（木）に新規採用の地域おこし協力隊員へ委嘱状の交付が行
われました。　
　今回委嘱を受けたのは　札幌市出身の西原翔馬さんで、就農支援実習農
場で椎茸やイチゴ栽培・収穫など農業に関する業務を行っていきます。

　公平委員を務めていただいた斉藤義夫氏（東予）の後任に、須網一弘氏（東予）が議会の同意を得て１０
月１日より選任され、現公平委員の大三島茂氏（高穂１）と田島博幸氏（沼田４）の新体制となりました。

10/１

10/１

▲新たに協力隊になった西原さん
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まちの　　題話

１１０歳の畠山さんにお祝い状

百歳高齢者内閣総理大臣表彰

道内の女性最高齢

いつまでもお元気で

　９月２５（金）１１０歳で道内の女性最高齢となった畠山てる
さんが、特別養護老人ホーム旭寿園で北海道知事からの祝い状を
受け取られました。
　畠山さんは病気もなく、３度の食事もスプーンを使いご自分で
食べられています。この日は娘の藤川和子さんとお孫さんが駆け
つけ、お祝いの花束で祝福を受けていました。

　９月１８日（金）百歳を迎えられた方々に対するお祝い状及び記念品の贈呈式が行われました。
　これは本年度に百歳を迎えられる方に対して、社会の発展に寄与されてきたことへの感謝と、自らの生活
の向上に努める意欲を更に高めていただくことを目的に、内閣総理大臣からお祝い状及び記念品を贈呈する
ものです。今年は武知常吉さん、林安子さん、安藤トミ子さん、北森としさんが受賞され、金平町長からお
祝い状と記念品をお渡ししました。北森さんは療養中のためご家族の方にお渡しさせていただいました。

▲祝福を受ける畠山さん

▲左から武知さん、林さん、安藤さん

表　彰

沼田町教育の発展のために
　１０月１日（木）市内 6 の日暮茂男さんが教育委員会を訪れ、
小中学校の児童生徒への図書購入にと、学校教育振興基金へご寄
付をいただきました。
　日暮さんは教育委員として平成１１年１０月から今年９月３０
日までの４期１６年間、また、平成２３年７月からは同委員長と
して務められ、教員をなさっていた経験も活かして沼田町の教育
進展にご尽力いただきました。

▲寄付を手渡す日暮さん

ご寄付


